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第
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詩
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湧
く
時
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熊
本
県
現
代
俳
句
協
会
会
長 

加
藤 

知
子 

 

梅
の
花
と
も
に
な
が
め
て
子
等
遠
く 

中
澤 

潮
花 

 梅
の
花
は
桃
の
花
ほ
ど
華
や
か
で
は
な
く
、
桜
の
花
ほ
ど

派
手
で
も
な
い
。
し
か
し
、
馥
郁
と
し
た
香
り
は
何
に
も
勝

る
。
そ
し
て
そ
れ
故
か
、
ほ
ん
の
り
故
郷
を
思
わ
せ
る
。
そ

ん
な
梅
の
木
の
か
た
わ
ら
で
、
子
等
と
一
緒
に
眺
め
た
過
日

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
は
、
ふ
た
た
び
子
等
と
共
に
眺
め
た

い
と
切
望
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
作
者
が
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

と
し
て
隔
離
さ
れ
て
い
る
身
の
上
で
あ
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
。 

掲
句
は
、
熊
本
市
の
黒
髪
に
あ
っ
た
回
春
病
院
に
収
容
さ

れ
て
い
た
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
さ
ん
た
ち
の
句
集
『
日
時
計
』

（
立
田
俳
壇
発
行
、
近
澤
豊
榮
編
集
）
に
収
録
さ
れ
た
本
名
・

近
澤
豊
榮
の
句
の
一
つ
で
あ
る
。
同
句
集
は
、
ハ
ン
ナ
・
リ

デ
ル
没
３
年
後
の
昭
和
９
年
に
、
霊
前
に
捧
げ
ら
れ
た
。 

句
集
名
は
、
リ
デ
ル
が
大
正
１
３
年
に
回
春
病
院
内
の
教

会
前
庭
に
、
日
時
計
を
設
置
し
た
こ
と
に
拠
る
。 

リ
デ
ル
の
思
い
は
、「
ハ
ン
セ
ン
病
の
た
め
に
社
会
と
絶
縁

せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
患
者
た
ち
が
、
ほ
が
ら
か
に
太
陽
の

も
と
で
共
に
活
き
、
温
か
い
光
に
思
う
存
分
ぬ
く
も
り
、
落

日
の
後
は
父
な
る
神
の
懐
に
息
わ
せ
た
い
」、「
日
時
計
の
役

に
立
た
な
い
曇
り
や
雨
の
暗
い
冷
た
い
日
は
取
り
除
き
た
い
」

と
。
さ
ら
に
リ
デ
ル
は
、「
感
興
至
る
時
詩
趣
湧
然
と
し
て
来

り
、
短
歌
と
な
り
、
詩
と
な
り
俳
句
と
な
る
」
と
述
べ
る
（
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）。 

不
遇
に
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
感
性
も
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
、

短
詩
型
の
俳
句
や
短
歌
に
こ
こ
ろ
の
拠
り
所
を
向
か
わ
せ
よ

う
と
す
る
だ
ろ
う
。 

『
つ
ぐ
み
』
２
０
２
２
年
２
月
号
に
お
い
て
、
外
山
一
機
氏

は
、「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
と
っ
て
俳
号
を
つ
け
る
と
い
う
こ

と
は
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
こ
と
で

は
な
か
っ
た
か
」
と
言
及
し
て
い
る
。
俳
号
と
は
、
人
間
性

に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。 

＊
ハ
ン
ナ
・
リ
デ
ル
は
、
英
国
生
ま
れ
の
宣
教
師
で
、
１
８
９

５
年
、
熊
本
に
初
め
て
ハ
ン
セ
ン
病
病
院
で
あ
る
回
春
病
院
を

設
立
し
た
。
同
病
院
は
１
９
４
１
年
閉
鎖
。
★
現
在
の
リ
デ
ル
、

ラ
イ
ト
両
女
史
記
念
館
は
、
１
９
１
９
年
に
同
所
に
設
立
さ
れ

た
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
所
の
建
物
を
活
用
し
て
い
る
。 

 

２
０
２
２
年
度
新
体
制
の
ス
タ
ー
ト 

 

会 
 

長
： 

加
藤 

知
子 

事
務
局
長
・
副
会
長
・
会
計
幹
事
：
西
田 

和
平 

幹 
 

事
： 

吉
良 

香
織 

顧 
 

問
： 

丘 

菜
月 

会
計
監
査
： 

真
弓 

ぼ
た
ん 

昨
年
度
の
活
動
報
告
は
随
時
会
報
に
て
報
告
。
今
年
度
の

活
動
計
画
と
し
て
は
、
会
報
の
発
行
と
紙
上
句
会
開
催
、
他

は
未
定
。
２
０
２
１
年
度
会
計
報
告
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

紙
上
句
会
開
催
報
告 

第
１
回 

２
０
２
１
年 

３
月 

 

１
５
名
参
加 

第
２
回 

２
０
２
１
年 
７
月 

 

１
６
名 

青
島
玄
武
、
荒
尾
か
の
こ
、
生
田
一
代
、 

丘
菜
月
、
柏
原
喜
久
恵
、 

加
藤
知
子
、
吉
良
香
織
、
榮
田
し
の
ぶ
、
徳
山
直
子
、
中
山
宙
虫
、 

西
田
和
平
、
西
村
楊
子
、
林
紀
子
、
真
弓
ぼ
た
ん
、
右
田
捷
明
、 

宮
中
康
雄 

第
３
回 

２
０
２
２
年 

３
月 

 

１
５
名 

生
田
一
代
、
丘
菜
月
、
加
藤
知
子
、
吉
良
香
織
、
徳
山
直
子
、 

中
山
宙
虫
、
西
口
裕
美
子
、
西
田
和
平
、
西
村
楊
子
、
萩
瑞
枝
、 

林
紀
子
、
真
弓
ぼ
た
ん
、
右
田
捷
明
、
宮
中
康
雄
、
若
松
節
子 

今
後
の
紙
上
句
会
開
催
の
際
は
、 

も
っ
と
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

 

＊
お
時
間
の
あ
る
方
は
、 

ハ
ン
ナ
・
リ
デ
ル
没
後
９
０
年
記
念
事
業
と
し
て
の
特
別
企
画

展
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

～
リ
デ
ル
と
回
春
の
俳
人
た
ち
～ 

日
時
計
と
句
集
『
日
時
計
』
展
開
催 

場
所
：
リ
デ
ル
、
ラ
イ
ト
両
女
史
記
念
館 

 
 

熊
本
市
中
央
区
黒
髪
５
丁
目
２
３
の
１ 

期
間
：
２
０
２
２
年
４
月
１
０
日 

～
２
０
２
２
年
１
２
月
２
４
日
／
入
場
料
無
料 

・『
ハ
ン
セ
ン
病
文
学
全
集 

９ 

俳
句
・
川
柳
』 

（
皓
星
社
、
２
０
１
０
年
発
行
、
４
８
０
０
円
＋
税
）
に 

『
日
時
計
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

お
知
ら
せ 

〇
現
代
俳
句
年
鑑
に
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

参
加
費
３
千
円
で
５
句
掲
載
。
締
切
は
５
月
３
１
日
。 

〇
第
５
９
回
現
代
俳
句
全
国
大
会
イ
ン
北
九
州 

４
月
号
巻
末
に
投
句
用
紙
と
投
句
料
の
振
込
用
紙
が
綴

じ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
締
切
は
８
月
１
日
必
着
。
多
く
の

投
句
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

〇
本
年
度
（
２
０
２
２
年
１
月
か
ら
２
０
２
２
年
１
２
月
）

の
現
代
俳
句
協
会
会
費
の
納
入
は
お
済
み
で
す
か
。 
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